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 １０
15号

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

contents主な内容

10◆食育発信／市の人口と世帯数ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆行政改革推進プログラムの取組実績と今後の行政改革の推進方針をお知らせします・・・ ・２ ３

・４ ５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お知らせ版
お知らせ版ｋｅｓｅｎｎｕｍａ広報

●
●
●

●●●●

●
●
●

●●●●

お
知
ら
せ● 市の情報は次の方法でもお届けしています● 市の情報は次の方法でもお届けしています

◆けせんぬま復興ニュース　全世帯に配布しています
◆さいがいエフエム　けせんぬまさいがいエフエム（ 77.5Mhz）・　けせんぬまもとよしさいがいエフエム（76.8Mhz）
◆市公式Webサイト：「気仙沼市公式」で検索　ＵＲＬ：http://www.city.kesennuma.lg.jp/
◆携帯サイト：ＵＲＬ：http://www.city.kesennuma.lg.jp/mobile
◆被災者支援メール※事前登録が必要です。●次のアドレスにメール後、返信内容を確認し登録【05999@nopamail.jp】

市公式
携帯サイト
QRコード

　 　　　　　　歯みがき上手にできたね
　　　　　　　　　　（歯ピカピカママズカフェ）

　　【市民健康管理センター「すこやか」　9月30日】

◆暮らしの情報（平成 24 年度市民文化祭にご来場ください　ほか）
・６ ７・・◆生後 6ヵ月から中学 3年生までの方のインフルエンザ予防接種費用を助成します　ほか

平成 24年 10 月 15 日

◆「きぼう」をつなぐ２つの施設が再開

・8 9・・・・・・・・・・・

「ホヤぼーや」がエントリー中。応援してね！
投票はこちら（http://www.yurugp.jp/）から！
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本
市
の
行
政
改
革
は
、
平
成
21

年
9
月
1
日
の
気
仙
沼
市
と
本
吉

町
と
の
合
併
に
よ
り
、
新
気
仙
沼

市
と
し
て
の
新
た
な
計
画
が
必
要

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年

度
に｢

気
仙
沼
市
行
政
改
革
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
策
定
し
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、

平
成
22
・
23
年
度
分
の
実
績
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平
成
22
・
23
年
度
に
つ
い
て
は
、

行
政
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

後
す
ぐ
に
震
災
が
発
生
し
、
そ
の

対
応
が
最
優
先
さ
れ
た
こ
と
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
時
と
震
災
後
で

は
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

選
択
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と

か
ら
、
結
果
と
し
て
多
く
の
項
目

で
目
標
が
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。昨

年
３
月
11
日
発
生
の
震
災
に

よ
り
、
本
市
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
市
民
一
人
一
人
が

悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
一
丸
と
な
っ

て
震
災
か
ら
の
復
旧
と
復
興
、
そ

し
て
更
な
る
発
展
を
視
野
に
、
同

年
10
月
、｢

気
仙
沼
市
震
災
復
興
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
の
市
の
最
重
要
課
題
は
、

こ
の
震
災
復
興
計
画
の
一
刻
も
早

い
実
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政

改
革
に
つ
い
て
も
、
震
災
復
興
計

画
に
沿
っ
て
計
画
的
か
つ
迅
速
な

復
興
事
業
の
推
進
を
支
え
て
い
く

取
組
に
比
重
を
移
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
現
行
の
行
政
改

革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
57
の
実
施

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、｢

重
点
的
な
取
組

が
必
要
な
も
の｣

、｢

概
ね
現
行
の

と
お
り
実
施
す
る
も
の｣

、｢

現
行

の
ま
ま
実
施
で
き
な
い
も
の
」
に

区
分
し
、｢

重
点
的
な
取
組
が
必
要

な
も
の｣

、｢

概
ね
現
行
の
と
お
り

実
施
す
る
も
の｣

に
つ
い
て
は
、
震

災
復
興
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
た
修

正
を
加
え
取
組
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
新
た
に
取
組
が
必
要
と
な
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
実
施
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
追
加
し
ま
す
。

な
お
、
対
象
期
間
は
、
現
行
の

行
政
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同

じ
平
成
25
年
度
ま
で
と
し
、
取
組

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
分
か

り
や
す
く
公
表
し
ま
す
。

＊
１
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

申
請
や
届
出
な
ど
の
行
政
手

続
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
自
宅
や
会
社
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
行
え
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

行政改革推進プログラムの取組実績と
今後の行政改革の推進方針をお知らせします
行政改革推進プログラムの取組実績と
今後の行政改革の推進方針をお知らせします

■問い合わせ先／市震災復興・企画課行政改革係

 tel：0226−22−6600　内線 315・316

こ
れ
ま
で
の
実
績
を

　
　
　ま
と
め
ま
し
た

今
後
の
推
進
方
針
を

　
　
　見
直
し
ま
し
た

用
語
解
説

用
語
解
説

用
語
解
説

改革の柱１「行政資源の効果的配分と財政の健全化」の主な取組実績

気仙沼市行政改革推進プログラムの平成 22・23 年度実績（概要）

①広告入り封筒の導入による経費削減
②土地開発公社への返済金の繰上償還の実施などによる支払利子削減
③特別職の給与削減による財源確保
④職員協力の財源による「気仙沼の明日を築く協働事業」の実施

改革の柱２「行政能力の向上と組織の充実」の主な取組実績

改革の柱３「市民の視点に立った行政サービスの向上」の主な取組実績

改革の柱４「『見える化』と『協働』による開かれた行政運営」の主な取組実績

①復興事業に効率的に取り組むための組織体制の見直し
②部局横断型のプロジェクトチームなどの整備による震災復興計画の着実な推進

①「出来ませんとは言いません」のスローガンによる来庁者の立場に立った窓口対応
②気仙沼図書館の開館時間の延長・貸出文庫の新設など、図書館運営の充実
③市総合体育館などの公の施設での障害者割引制度の導入
④電子申請サービス (*1) の導入による利便性向上

①市民活動団体を対象とした講座などの開催による協働 (*2) のまちづくりについての理解促進
②防災講座･防災訓練などへの積極的な参加･協力による地域防災力の向上
③制度化に向けたパブリックコメント (*3) の試行
④記者会見の実施・記者発表資料のホームページへの掲載による各種情報の迅速な提供
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＊
２
協
　
働

市
民
や
事
業
者
、
行
政
な
ど

が
対
等
な
立
場
で
責
任
を
共

有
し
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
目
標
の
達
成
に
向
け

連
携
す
る
こ
と
で
す
。

＊
３
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

行
政
が
政
策
・
制
度
な
ど
を

決
定
す
る
際
に
、
市
民
な
ど

の
意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を

考
慮
し
な
が
ら
最
終
決
定
を

行
う
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

＊
４
自
治
基
本
条
例

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
理
や

行
政
の
基
本
ル
ー
ル
な
ど
を

定
め
た
条
例
の
こ
と
で
す
。

＊
５
長
期
継
続
契
約

単
年
度
契
約
が
基
本
の
自
治

体
の
契
約
を
、
一
定
の
条
件

の
も
と
で
、
複
数
年
度
に
わ

た
り
契
約
締
結
で
き
る
よ
う

に
す
る
制
度
で
す
。

＊
６
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

経
由
し
て
必
要
に
応
じ
て
利

用
す
る
方
式
の
総
称
で
す
。

＊
７
指
定
管
理
者
制
度

地
方
公
共
団
体
の
指
定
を
受

け
た
も
の
が
「
公
の
施
設
」

の
管
理
を
代
行
す
る
制
度
で

す
。

３　現行のまま実施できないものとして位置づけた実施プログラム

２　概ね現行のとおり実施するものとして位置づけた実施プログラム

１　重点的な取組が必要なものとして位置づけた実施プログラム
No. No.名　　　　　称 名　　　　　称

No. No.名　　　　　称 名　　　　　称

No. No.名　　　　　称 名　　　　　称

2
5
17
23
24
31
35
44
45
46
49

事務事業の見直し
重点分野への予算の重点配分
中長期的な財政見通し
行政課題を踏まえた組織機構の見直し
自治法派遣等による人材の確保　【新規追加】
窓口サービスの向上
在住外国人の支援体制の整備　【新規追加】
被災者の生活支援　【新規追加】
被災者の健康支援　【新規追加】
自治基本条例 (*4) の制定と市民参加の推進
応急仮設住宅における自治組織の設立・運営支援【新規追加】

50
51
53
54
58
59
60
62
63
65

協働のまちづくりの推進
市民活動支援センターの運営形態の見直し
ボランティア・NPO・企業・大学等とのネットワークづくり【新規追加】
地域コミュニティ活動への支援　【新規追加】
広報・インターネット等による意見把握
パブリックコメントの制度化
市政懇談会の開催等による説明と意見の把握
市広報及び市ホームページの充実
市長記者会見による情報の共有化
フェイスブックを活用した海外向け情報発信【新規追加】

実施プログラムの区分・追加状況
気仙沼市行政改革推進プログラム（修正版）の概要

実施プログラム数 21（追加 8 含む） 35 9 65
合計重点的な取組が必要なもの 概ね現行のとおり実施するもの 現行のまま実施できないもの

1
3
6
7
8
9
10
13
16
18
19
20
21
22
25
26
27
28

事務事業の改善
審議会等の設置・運営の適正化
市税の収納率の向上
国民健康保険税の収納率の向上
市営住宅使用料の収納率の向上
保育料の収納率の向上
給食費の収納率の向上
奨学金の償還未済金の解消
広告料と寄附金収入の確保
長期継続契約 (*5) と繰上償還による経費縮減
給与の適正化
職員給与の協力による財源確保
病院改革プランの推進
定員適正化計画の策定・実施
職員の業務・配置の意向把握
人事評価制度の構築
人材育成基本方針の策定
職員研修の体系化と内容充実

29
30
32
33
34
36
37
38
39
42

43

47
48
52
56
61
64

重点政策推進のためのプロジェクト・チームの設置
職員の意欲向上のための職員提案の適宜実施
市税等の納付方法の拡大
図書館運営の充実
公共施設の利用料金等の障害者割引の実施
声がけと挨拶の徹底
電子申請サービスの提供
パソコンの配備と行政サービスの迅速化
クラウド・コンピューティング (*6) の調査・検討
ごみ収集業務の民間委託
指定管理者制度 (*7) に係るガイドラインの策定・
モニタリング制度導入等運用の改善
公民館業務の地域運営化
学校施設開放事業の地域管理化
自主防災活動の支援
市民に分かりやすい予算・財政状況の説明
第三セクターの経営状況の公表
市長行事等の積極発信

4
11
12
14
15

事業仕分けの実施
水道料金の収納率の向上
下水道使用料の収納率の向上
下水道使用料の適正化
市有地の売却・貸付の推進
※「No.」は行政改革推進プログラム（修正版）の実施プログラムの番号です。
　詳細については，市公式ウェブサイト（http://www.city.kesennuma.lg.jp/）をご覧ください。

40
41
55
57

ガス事業の民営化
海水浴場の管理の民間委託
総合計画における施策目標の提示
行政評価の導入



　
潮
見
町
に
あ
っ
た
認
可
保
育
所
「
一

景
島
保
育
所
」
と
障
害
児
通
所
支

援
施
設
「
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
」
は
、

昨
年
３
月
の
震
災
で
い
ず
れ
も
被

災
。
児
童
や
関
係
者
は
避
難
し
た
も

の
の
施
設
は
全
壊
し
ま
し
た
。

　
今
回
再
開
す
る
ま
で
、
保
育
所
児

童
は
別
な
保
育
所
で
受
け
入
れ
、
マ

ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
の
児
童
は
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
福
寿
荘
」
の
一
室
で
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
両
施
設
は
、
旧
敷
地
か
ら

約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
の
高
台
に

あ
る
、
松
崎
柳
沢
の
福
寿
荘
に
隣
接

す
る
敷
地
に
移
転
。一
景
島
保
育
所

は
再
開
に
あ
た
り
「
牧
沢
き
ぼ
う
保

育
所
」
と
名
称
を
変
更
し
、
い
ず
れ

も
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
名
称
は
一
般
公
募
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
名
付
け
親

は
市
内
保
育
所
に
お
子
さ
ん
を
通

わ
せ
て
い
る
菅
原
ま
さ
み
さ
ん
。「
未

来
に
希
望
を
持
ち
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
築
さ
れ
た
牧
沢
き
ぼ
う
保
育

所
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
５
歳
ま
で

を
受
け
入
れ
、
定
員
は
70
人
。
旧
一

景
島
保
育
所
の
児
童
を
含
め
現
在

は
29
人
の
児
童
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
は
1
日

あ
た
り
の
定
員
は
10
人
。
現
在
は
33

人
の
児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
両
施
設
は
徒
歩
で
行
き
来
で
き

冷蔵庫

SK

冷蔵庫

消

大人用
手洗い

(２人用 )

子供用
手洗い
(3人用 )

ﾛｯｶｰ

更衣室ごみ箱

換
気

扇

消

洗濯機

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

玄関

相談室

給湯室

指導室-1

便所
多目的

お母さん

玄関

便所

脱衣室ｼｬﾜｰ

指導室-２

遊戯室兼ランチルーム

ｲﾍﾞﾝﾄ用
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

クッキングルーム

収納

収納
収納

和室

活動室

職員室

倉庫

倉庫-2

Mother’s home

内容
気仙沼市松崎柳沢 216 番地８
木造平屋建て
1,732.81 ㎡
364.37 ㎡
遊戯室兼ランチルーム、指導室２、お母さん活動室など

区分
住所
構造
敷地面積
延べ床面積
主な部屋

１０人利用定員
０２２６－２２－６６８３電話番号

■気仙沼市マザーズホームの概要

内
陸
の
高
台
に
移
転
し

そ
ろ
っ
て
再
開

牧
沢
き
ぼ
う
保
育
所
・

マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
が
10
月
１
日
新
た
な
ス
タ
ー
ト

マザーズホームマザーズホーム

　
こ
の
両
施
設
は
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、
松
岩
地
区
に
移

転
し
て
再
開
し
た
も
の
で
、
保
育
所
は
、
牧
沢
き
ぼ
う
保
育
所
に
名
称
を
変
え
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

「
き
ぼ
う
」を
つ
な
ぐ

　
　
　二
つ
の
施
設
が
再
開

「
き
ぼ
う
」を
つ
な
ぐ

　
　
　二
つ
の
施
設
が
再
開
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遊
園
な
ど
、
多
く
の
児
童
福
祉
施
設

が
被
災
し
、
現
在
は
、
代
替
施
設
な

ど
を
利
用
し
再
開
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
、一
日
も
早
い
復
旧
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
も
、
安
全
・
安
心
な

施
設
整
備
に
努
め
ま
す
。

る
距
離
に
あ
り
、
被
災
前
と
同
様
に

児
童
同
士
が
交
流
可
能
で
す
。

　
こ
の
両
施
設
は
、
い
ず
れ
も
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
、
木
の
温
も
り
を
重
視
し
た
平

屋
造
り
の
建
物
で
す
。
サ
ッ
シ
な
ど

安
全
面
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
が
多

く
使
用
さ
れ
、
園
庭
に
は
遊
具
な
ど

も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
年
４
月
に
落
成
し
た
気

仙
沼
小
学
校
区
留
守
家
庭
児
童
セ

ン
タ
ー
も
同
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
今
回
で
３
つ
の
施
設
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
に
は
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム

を
会
場
に
落
成
式
が
行
わ
れ
、
同
協

会
関
係
者
の
ほ
か
、
東
京
都
の
猪
瀬

直
樹
副
知
事
も
訪
れ
ま
し
た
。
副
知

事
は
、
震
災
直
後
、
両
施
設
の
児
童

や
関
係
者
の
救
出
を
い
ち
早
く
指
示

し
た
経
緯
か
ら
出
席
さ
れ
た
も
の

で
す
。
落
成
式
で
は
、
園
児
た
ち
か

ら
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
踊
り

の
披
露
や
、
児
童
が
自
ら
制
作
し
た

カ
ー
ド
な
ど
が
関
係
者
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
の
震
災
に
よ
り
、
市
内
の
保

育
所
や
児
童
館
、
学
童
施
設
、
児
童

冷蔵庫
洗濯機

調乳
検収

ﾍﾞｯﾄﾞ
沐浴棚食品庫収納式ステージ

ﾍﾞｯﾄﾞ
棚

ﾍﾞｯﾄﾞ
給食職員用

棚便所
ﾍﾞｯﾄﾞ

ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ

棚ﾍﾞｯﾄﾞ

手洗い上部配膳棚 (3段 )
ﾍﾞｯﾄﾞ(2人用 ) 棚下部ﾜｺﾞﾝ収納平均台

棚

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

ベンチ

(
)

ｽﾃｯﾌﾟ ｽﾃｯﾌﾟ
便所 -３ 本棚

ｽﾃｯﾌﾟ 手・足洗い場
手洗い
(2人用 )

3歳児用
靴箱

手洗い
(3人用 )

ｽﾃｯﾌﾟ

4,5歳児用
靴箱

9
1
0

3
0
0

1
,
8
2
0

1

(
有

効
)

7
5
0便所 -4

手洗い

750

(2人用 )

手洗い
(3人用 )

ポリバケツ

(有効 )上部棚 (3段 )

ｽﾛｰﾌﾟ

流し

換気扇

手・足洗い場

消

消

便所 -2
おしり洗い

ｽﾃｯﾌﾟ

(有効 )

消

遊戯室

倉庫

多目的
便所

給食室

保育室-2
(0,1歳)
保育室-1

(2歳)

職員室

保育室-3
(3歳)

(4歳)
保育室-4

(5歳)
保育室-5

便所前通路

掃除用具入れ

便所-5

収納

造作家具

収納

収納

造作家具

兼更衣室
医務室

便所 -1
(2人用 )
手洗い

0,1,2歳児用
靴箱

職員用
靴箱

オープンデッキ

おとなの靴箱

手洗い

0

便所前通路
洗濯機

収納

掃除用具入れ

給湯ｽﾍﾟｰｽ

ごみ箱

冷蔵庫

兼
調乳室

沐浴室

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

makisawa-kibou nursery center

内容
気仙沼市松崎柳沢 216 番地 13
木造平屋建て
1,731.49 ㎡
439.75 ㎡
保育室５、給食室、調乳室兼沐浴室など

区分
住所
構造
敷地面積
延べ床面積
主な部屋

７０人定員
０２２６－２２－６７７５電話番号

■気仙沼市立牧沢きぼう保育所の概要

児
童
福
祉
施
設
の

早
期
復
旧
に
努
め
ま
す

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
が

２
つ
の
施
設
を
寄
贈

牧沢きぼう
保育所
牧沢きぼう
保育所

　　　　　　■ 問い合わせ先／

・牧沢きぼう保育所
　市社会福祉事務所児童福祉係
　tel：0226-22-6600
　内線441・442
・マザーズホーム
　気仙沼市社会福祉協議会
　tel：0226-22-6683

▲9月には落成式が行われました
　（9月 11 日・マザーズホーム内）

三峰
病院

松峰園福寿荘

気仙沼西
高等学校

気仙沼
支援学校

国道４５号
バイパス側から

リアス･アーク
美術館から

マザーズホーム

牧沢きぼう保育所
（旧　一景島保育所）
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～防災関係機関によるイベントを実施します～～防災関係機関によるイベントを実施します～

　市では、震災などの災害経験を基に、今後も起こりうる大規模地震・津波等に備えるため、
昨年制定された「津波防災の日」にあわせ、11 月３日に宮城県との共同開催により、平成
24年度宮城県・気仙沼市津波総合防災訓練を実施します。

　今回の訓練は、震災の教訓をもとに、「自分の身の安全は自分で守る」
ことを念頭に、同規模の地震・津波が発生した場合を想定した津波避
難訓練とします。地震・津波はいつ発生するかわかりません。この機会に、家族や地域ぐるみ
で訓練に参加し、地震や津波などの災害に備えましょう。
　訓練当日は、午前9時に防災行政無線でサイレンを鳴らすとともに、携帯電話への緊急速報「エ
リアメール」による情報伝達訓練を実施しますので、ご協力をお願いします。

皆さんのご協力をお願いします皆さんのご協力をお願いします
11/３土

※ 避難訓練では、高台や津波の浸水の恐れがない場所へ避難しましょう。
※ 今回の訓練は、学校避難所などでは校庭の入口までの避難とします。
※ 津波の浸水の恐れのない地域は、地震倒壊、土砂災害や大規模火災などを想定した避難訓練とします。

津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します津波総合防災訓練を実施します
■問い合わせ先／
　市危機管理課
　防災情報係
　tel：0226-22-3402

非常口

　津波避難訓練後には、防災関係機関によるパネル展示など
を実施しますので、ぜひご来場ください。

■日時／ 11 月 3 日（土）午前 9時から正午まで
■場所／階上小学校（駐車場は、階上公民館をご利用ください。
　　　　　駐車台数に限りがありますのであらかじめご了承ください。）

工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの工場立地に必要な緑地などの
設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます設置規制が緩和されます
工場立地に必要な緑地などの
設置規制が緩和されます

■問い合わせ先／
　市産業再生戦略課
　企業戦略係
　tel：0226-22-3432

　市では、国から復興産業集積区域内における工場などの「緑地及び環境施設のそれぞれの面積の敷地面積割合
に占める割合」を市町村の条例により自由に定めることができる緑地など規制緩和の特例措置が認められました。
　この制度により、緑地などの規制が緩和されることから、工場など用地の有効活用が図られ、工場などの新増
設や新たな企業の誘致など産業の復旧・復興を促進します。

　■対象区域／※民間投資促進特区（ものづくり産業版）と同様
　　　①南気仙沼　②鹿折　③松岩・面瀬　④赤岩港　⑤新城　⑥新月　⑦前木　⑧階上
             ⑨中井　⑩唐桑　⑪小原木   ⑫藏内　⑬馬籠　⑭津谷　⑮大朴木　⑯大谷　⑰中谷地
　■ 内容／市の復興産業集積区域における特定工場の設置の基準のうち、緑地面積の割合および
　　　　環境施設面積の割合について1％を下限として設置できるようになりました。

《制度の概要》

※現在の工場立地法の規定では、特定工場（※1）を設置する場合、その敷地面積に対して緑地面積を20％以上、環境施 
　設（※2・※3）を25％以上設けなければなりません。
     ※1  特定工場：敷地面積が9,000㎡以上、あるいは工場の建築物の建築面積が3,000㎡以上に該当する事業場                 
     ※2  環境施設：次の施設の用に供する土地での周辺施設の生活環境に寄与するもの
　　　　①噴水、水流、池、その他の修景施設 ・屋外運動場 　②屋内運動場・広場・教養文化施設 ・雨水浸透施設など
     ※3  緑地のみで敷地面積の25％を満たす場合は，緑地以外の環境施設を設置する必要はない。

災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています災害義援金の追加支給を行っています ■問い合わせ先／
　市社会福祉事務所
　tel：0226-22-3429　市では、日本赤十字社など義援金受付団体、県および市に寄せられた義援金に

ついて、追加支給を行なっています。詳しくはお問い合わせください。

支給額  区  分  
団体・県分 市分 合計 

死亡・行方不明者 5 万円 3 万円 8 万円 
人的被害 
(1 人あたり) 

災害障害見舞金
対象者 

－ 1 万 5 千円 1 万 5 千円 

全壊 17万円 1 万円 18 万円 

大規模半壊 12万円 8 千円 12万 8 千円 
津波浸水
区域内

住
家
被
害

（
１
世
帯
あ
た
り
）

津波浸水
区域外

半壊 7万円 5 千円

1 万円

8 千円

5 千円

 7万 5

8

5万 8

3万 5

千円 

全壊 7万円  万円 

大規模半壊 5万円  千円 

半壊 3万円  千円 

 

■支給基準／
　①義援金受付団体および県に寄せられた義援金…人的被害を受けた遺族、住家被害を受けた世帯に対する支援と
　　して、これまでの義援金に上乗せして支給します。また、住家被害のうち津波および浸水により被害を受けた半壊
以　　上の世帯に対して、その住家損壊の程度に応じ、さらに上乗せして支給します。
　②市に寄せられた義援金…人的被害を受けた遺族又は本人、住家被害を受けた世帯に対する支援として、これま
　　での義援金に上乗せして支給します。

■申請手続き／
①すでに義援金を受け取っている方…
　新たな申請書提出は不要です。
②新たに申請する方…
　市社会福祉事務所で受け付けます。　
■支給方法／原則として口座振込みとし、審査・
　決定後、指定の口座に振込みます。
■支給の時期／ 10 月4日（木）から支給を開始し 
　ています。
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■問い合わせ先／
　市健康増進課
　健康予防係
　tel：0226-21-1212

インフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成しますインフルエンザ予防接種の費用を助成します

■助成対象／市内に住所がある方で、接種日現在で生後 6か月から中学 3年生までの方
■助成期間／ 10 月 1 日から来年 1月 31 日まで（実施医療機関以外で接種し、助成を希望する方は、来年 2月
　　　　　　 12 日までに下記申請窓口に申請してください）
■助成費用／

　任意の予防接種となっている生後 6 か月から中学 3 年生までのインフルエンザ予防接種
について、日本ユニセフ協会より費用の一部が助成されます。
　接種を希望される方は、実施医療機関に直接お申し込みください。なお、実施医療機関
以外で接種した方にも、費用の一部を助成しますので、下記により返還申請をしてください。

生後 6か月から中学 3年生まで生後 6か月から中学 3年生まで

■実施医療機関／

■注意事項／①予防接種を受ける方
　　　　　　　　実施医療機関の窓口で申請書に必要事項を記入し、接種金額から助成金額を差し引いた額をお支払
　　　　　　　いください（必要なもの…母子健康手帳、健康保険証、印鑑）。
　　　　　　②実施医療機関以外で予防接種し、助成を希望する方
　　　　　　　　費用の一部（1回あたり2,000円）を払い戻ししますので、次の申請窓口で手続きをしてください。
　　　　　　　（必要なもの…母子健康手帳またはインフルエンザ予防接種済証、印鑑、保護者名義の通帳、インフル
　　　　　　　エンザ予防接種の領収証）
■返還申請窓口／
　　・市民健康管理センター「すこやか」健康増進課（東新城二丁目 2番１）tel：0226-21-1212
　　・保健福祉センター「燦さん館」　　  保健福祉課（唐桑町石浜 282-3）        tel：0226-32-4811
　　・本吉総合支所保健福祉課（本吉町津谷舘岡 10）　　　　　　　　　　　 tel：0226-42-2975

№ 医療機関名 所在地 電話番号 

1 うちクリニック 東新城 ２３－００８７ 

2 遠藤産婦人科医院 本郷 ２２－６８２８ 

3 
大里胃腸科内科医院 

(中学生以上) 

南郷 ２２－７１５７ 

4 大友病院 三日町 ２２－６８６８ 

5 おだか医院 田中前 ２２－３２１０ 

6 小野医院 唐桑町宿浦 ３２－３１２８ 

7 葛内科胃腸科医院 田中前 ２２－６７５０ 

8 
小松クリニック 

（中学生以上）  

東八幡前 ２１－５７７０ 

9 
齋藤外科クリニック 

（小学１年生以上） 

東新城 ２２－７２６０ 

10 佐々木小児科医院 本郷 ２２－６８１１ 

 

№ 医療機関名 所在地 電話番号 

11 三条小児科医院 田中前 ２３－００８８ 

12 
鈴木医院 

(3歳以上) 

長磯原ノ沢 ２７－２３１５ 

13 村岡外科クリニック 田中前 ２３－３９９０ 

14 
森産婦人科医院 

(中学生以上) 

入沢 ２２－６８０８ 

15 森田医院 八日町 ２２－６６３３ 

16 大島医院 高井 ２８－２６０３ 

17 気仙沼市立病院 田中 ２２－７１００ 

18 気仙沼市立本吉病院 本吉町津谷 ４２－２６２１ 

19 歌津八番クリニック 南三陸町 ３６－９５１１ 

20 ささはら総合診療科 登米市 0220－21－5660 

21 佐藤徹内科クリニック 南三陸町 ４７－１１７５ 

22 公立南三陸診療所 南三陸町 ４６－３６４６ 

 

がん検診の受診・がんの予防に努めましょう  ～がん検診  愛する家族への 贈りもの～
　がんは昭和 56 年から我が国の死因の第１位であり、平成
22 年には年間約 35 万人が亡くなっています。今後、人口の
高齢化に伴いがんによる死亡者数の増加が見込まれます。
　がんは自覚症状もなく病状が進行することが多い病気で
すが、早期に発見し治療を行えば、完治する可能性が高まり
ます。自分の健康と大切な家族のために、毎年がん検診を
受診しましょう。
　また、検診を受ける以外にがんを防ぐ生活習慣を作るこ
とも大切です。がんを防ぐ 12 か条を参考に、普段からがん
の予防に努めましょう。

■問い合わせ先／市健康増進課  tel：0226-21-1212

　がんは昭和 56 年から我が国の死因の第１位であり、平成
22 年には年間約 35 万人が亡くなっています。今後、人口の
高齢化に伴いがんによる死亡者数の増加が見込まれます。
　がんは自覚症状もなく病状が進行することが多い病気で
すが、早期に発見し治療を行えば、完治する可能性が高まり
ます。自分の健康と大切な家族のために、毎年がん検診を
受診しましょう。
　また、検診を受ける以外にがんを防ぐ生活習慣を作るこ
とも大切です。がんを防ぐ 12 か条を参考に、普段からがん
の予防に努めましょう。

■問い合わせ先／市健康増進課  tel：0226-21-1212

●がんを防ぐ１２か条●
１　バランスのとれた栄養を取る
２　毎日変化のある食生活を
３　食べ過ぎを避け、脂肪は控えめに
４　お酒はほどほどに
５　タバコはやめる
６　食べ物からビタミンや食物繊維を多く取る
７　塩辛いものは少なく、熱いものは冷ましてから食べる
８　肉や魚の焦げた部分を避ける
９　カビの生えたものに注意を
10　日光に当たり過ぎない
11　適度にスポーツする
12　体をいつも清潔にする

１　バランスのとれた栄養を取る
２　毎日変化のある食生活を
３　食べ過ぎを避け、脂肪は控えめに
４　お酒はほどほどに
５　タバコはやめる
６　食べ物からビタミンや食物繊維を多く取る
７　塩辛いものは少なく、熱いものは冷ましてから食べる
８　肉や魚の焦げた部分を避ける
９　カビの生えたものに注意を
10　日光に当たり過ぎない
11　適度にスポーツする
12　体をいつも清潔にする

対 象 者 接種回数 助 成 金 額 

生後６か月から１２歳まで ２回 

１３歳から中学３年生まで １回 

・1回あたり 2,000円 

・2,000円を超えた金額は、自己負担となります。 

・接種金額については、接種を受ける医療機関にお問い合わせください。  

 


